
（様式⑦-1　小学校・中学校）

研究授業を行い、授業の進め方や児童への関わり方を
学びあい、授業力向上を図る。

研究授業
研修会での討議

年度末 ○

●ICTの活用を進め、個別最適な学びや協働的な学びへ
と、児童の学びを進めていく。

発表ノートなど、ＩＣＴの活用した
学習指導についての実践報告 ８月と２月 △

●「１人で学ぶ、友だちと学ぶ」など、自己選択・自己決
定・自己調整を意識した学習を進め、学ぶことが楽しいと
いう気もちを育てる。

児童が学び方を選ぶことのでき
る学習場面を、授業時間何に設
けているか

８月と２月 ○

●小集団（ペアやグループ）での対話を増やし、友
だちに素直に聞き意見が言える場面を作る。

「友達と話しあうとわかりやす
い」肯定的評価90%以上

８月と２月 ○

子ども自身が学習内容を振り返り、次の学習への
見通しをもてるように、ルーブリックの研修を深め、
特にＩＣＴとの連携方法を研鑽する。

ＩＣＴを活用した振り返りや
ルーブリックの活用について
の実践報告

８月と２月 △

道徳授業を通し，自分と相手との違いを認め、いじ
めを許さない心情を育てる。

児童のプリントや振り返り
を用いた実践報告

８月と２月 ○

●ポジティブ支援として、子どもの良さを認める視点
を持ち、褒める（認める）声かけを教師が率先して行
う。

「先生は良いところを認めてく
れる」肯定的評価90%以上

８月と２月 ◎

★小中一貫教育を推進し、日々の教育活動を通して自
尊感情を高め、他者を理解する気持ちや、助け合い、協
力し合うことができる子どもを育てる。

「人の役に立つ人間になりた
いと思いますか」肯定的評価
90%以上

年度末 ○

運動やスポーツの楽しさを実感できる取組や
授業の展開を行う。

「運動をするのが楽しい」肯
定的評価８５％以上

年度末 ○

学校給食を通じた食育を充実させ、食への関心を
高め、自分の健康について考える。

児童のプリントや振り返り
を用いた実践報告

年度末 ○

学校ホームページ、学校だより等を活用し、教育活
動の現状や、学校、学級での取り組みの発信に努
める。

「学校は情報発信に努めてい
る」肯定的評価90%以上 教育ｱﾝｹｰﾄ 年度末 ○

保護者、地域ボランティア等の方に可能な範囲で参
加していただき、学校経営への参画や学校評価へ
の協力を受け学校改善を図る。

可能な範囲での地域ボランティ
ア等への協力依頼 実践報告 年度末 ○
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確かな学びの現状
令和６年度の全国力学習状況調査では全国平均に対して、国語が約７％、算数が約４％下回った。質問紙調
査では、約９５%以上の児童が「国語や算数の勉強が大切だと思っている」ことがわかった。しかし、次の質問
の肯定的回答は「分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか」
は７６％　「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたか」は８０％となっている。自分から取
り組んだり次の学習へとつなげたりすることには、苦手意識が見られる。学びを自分事として捉えられるように
「学びのコンパス」を軸にした授業改善を進め、今年度の重点目標を達成したい。

 令和７年度　重点目標
「子どもの未来をつくる美木多小学校・城山台小学校」
　　　　学びの選択肢を増やしながら、友だちと共に学びを楽しみ、自分の学びを次へ次へとつなぎ、学びを広げられる学校　　　～協働的な学びを通し、お互いに認め合える子どもの育成～
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人権尊重を基盤とした学校
づくりに取り組み、いじめや
差別を許さない学校、自分
の居場所を感じられる学級
集団と学校づくりを進め
る。

進捗確認
（～１１月）

中
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学校関係者評価者から(年度末)

地
域
協
働

体
力
向
上

運動に親しむ気持ちと食育
への関心を高めることで、
心身ともに健やかな子ども
の育ちをめざす。

信
頼
さ
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る
学
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学校情報を積極的に発信する
とともに、保護者や地域住民、
関係機関との連携により、学校
経営の改善を図る。

校長より(年度末)

評価方法
判断基準

（評価のものさし）
具体的な取組

（●重点とする取組　★中学校区での取組）
具体目標

・自己評価
・学校教育
アンケート
・学習生活
 状況調査、
 すくすくウォッ
 チ等の調査

研究授業と協議会で意見を
交わしながら，授業改善を
進めている。

総合的な学力を育成する
ために、探究学習を意識す
ると共に、自己選択・自己
決定・自己調整を児童が行
えるようにする。

ＩＣＴの活用を進めると同時
に，子どもの学び方につい
て研修を進めている，

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

・自己評価
・学校教育
アンケート
・学習生活
 状況調査、
 すくすくウォッ
 チ等の調査

豊かな心・健やかな体の現状
全国学力・学習状況調査では、「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」では９６％、「友達関係に満足してい
ますか」では９２％の児童が肯定的回答をしており、全国平均を上回る結果となった。また「先生は、あなたのよい
ところを認めてくれていると思いますか」では９６％の児童が肯定的に回答しており、全国平均に対して相当に高い
結果となり、教師のポジティブな声かけが児童のポジティブな気もちを育てていると確信している。今年度も児童の
「望ましい行動」「良い行動」を称賛し、児童自身がより良い声かけ、行動を進んで行えるように、教師のポジティブ
な視点と支援を意識した教育活動を行っていく。

学校関係者評価

達成状況(年度末)

中学校区におけるめざす子ども像
　　　　自分で目標を持ち、思いやりを行動に移して、豊かな人間関係が作れる子

堺市立　　城山台小学校

校長　　　　森　一展
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「自分で選び決める」学
びを，学習の中で取り入
れようにしている。
小集団での対話を取り
入れた授業が増えて，主
体性が増している。
ルーブルリックについて
は，活用方法を含め，め
研究途中である。

学校ホームページを毎日更
新するようにし，情報発信
を続けている。

学校行事等のボランティア
活動の参加を呼びかけ，協
力をいただいている。

体育でも友だちと相談する
時間を確保する等，主体性
を育むようにしている。

栄養教諭を中心に栄養の
大切さや食事のﾏﾅｰの啓
発を進めている。

対話の時間を増やし，お互
いの考えを聴き合う場面を
作っている。

「座る姿勢や聞く態度」な
ど，ちょっとした良さを認め
る声かけを進めている。

子どもたちが関わり合う学
習場面を設定し，他者理解
場面を増やしている。


